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沖縄におけるマンゴー栽培の現状と課題

伊藝安正

（沖縄県農林水産部営農推進課）

ＹａｓｕｍａｓａｌＧＥＩ：MangocultureanditsproblemsinOkinawa

１．はじめに

マンゴーは、熱帯アジア、マレー半島の原産で、

紀元前400～500年以前にインドから東方へ伝搬さ

れたと言われている。マンゴーの伝搬に大きな障

害となったのは、種子の寿命が短かったことで、

世界各地の熱帯、亜熱帯の国々に伝搬するのに、

長い年月を要している。

台湾へ伝わったのは1567年、ハワイへは1865年

である。鹿児島県へは大正時代とされている。沖

縄県におけるマンゴーの来歴については詳しい調

査がなく、導入年代は特定されていない。宮城桃

幸氏によれば（1979)、日本園芸発達史（昭和１８

年、日本園芸会）には、鹿児島県出身で３年間沖

縄県に奉職し、後に興津園芸試験場の技師となっ

た石原助熊氏の談として「1897年に、県の農業試

験場に小果の芭蕉、サポデラ、マンゴー等があり…」

との記載がある。また、長く名護農業研究指導所

に勤務し、沖縄在来柑橘の来歴調査をしていた新

城正徳氏（1951）は、その調査メモに「マンゴー

は奈良原知事が農林省からもってきて（明治中頃)、

美栄橋町に植えてあった」と記している。これら

のことから明治中期以前、マンゴーは既に沖縄県

に導入されていたものと推測される。その後もマ

ンゴーは、導入され庭先果樹として植栽されてい

た経緯はあるが、開花期の長雨による花穂の炭そ

病や低温で着果が見られず、経済栽培には至らな

かった。1976年以前には、実生樹の散在が見られ

るだけで、庭先果実の域をでてなかった。1976年

頃になって、マンゴーは園地栽培がみられるよう

になり、県農業試験場名護支場における屋根掛け

による着果の促進がきっかけとなり、名護市源河、

石川市東山、具志川市栄野比、読谷村座喜味等で

マンゴーの着果が成功するようになった。1954年、

台湾では米国から13品種のマンゴーを導入し、試

作の結果ヘーデン、アーウイン、キーツを普及に

移し、その後にセンセーションも普及している。

県内での屋根かけによる着果成功と台湾での栽培

ブームに刺激されて、県内のマンゴー栽培は急激

に伸びていった。

マンゴーの施設栽培面積は、1977年のO1haか

ら1985年３３Ｍ、1992年l23haに拡大している。

今後も構造改善事業、果樹新需要開発産地形成等

推進事業などの事業導入や制度資金の活用により、

面積は増加するものと思われる。

生産量は、1992年３６１ｔ、1993年450ｔで面積

の拡大、栽培技術の向上により毎年増加している。

しかし、マンゴーの施設栽培には、多くの解決す

べき問題があり、安定多収への道はまだ先である。

県全体として面積や生産量が拡大しても、生産を

担う個々の農家の経営が安定しなければ、産地と

して確立されたとは言いがたい。本文は、マンゴー

栽培の現状を紹介し、技術的見地からいくつかの

問題を検討したものである。

２．マンゴー栽培の現状

（１）栽培面積・生産量。反収

沖縄における果樹類の栽培面積は、2,366ｈａ

(1992）である。栽培されている果樹の種類は

約20種と多いが、栽培面積がlOOhaを越えてい

るのはパインアップル、早生温州、タンカン、マ

ンゴーの４種である。その中でもパインアップル

は最も多く671％を占め、早生温州8.4％、タン
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カン8.2％、マンゴー５７％となっている（表ｌ）。

マンゴー、パパイア、タンカン等の果樹は、栽培

面積が増加の傾向にある。

表１沖縄県における果樹類の栽培面積・生産量（1992年）

果樹の種類

パインアップル

早生温州
夕ン力ン
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オートー

カーブチー
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農林水産部園芸振興課業務統計資料

マンゴーの栽培は、園地栽培としては、1976年

頃から始まっている。施設栽培としては1978年

Olha、1985年３３ha、1992年l23haと年々増加し

ている（表２）。1993年の生産量は500tを越える

表２マンゴー施設栽培の推移

栽培面積（ha） 販売量（t） 販売金額
（千円）

年
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や向上のあとは見られるもののlOha当たり４００

kg程度である。台湾の露地栽培よりも低くなって

いる。生産現地では０kgから2,500kgまでのバラ

勢いである。県全体としての生産量が伸びている

のは、栽培面積の拡大によるところが大きい。

単位面積当たりの収量は、図ｌに示すようにや
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マンゴー樹の特性である隔年結果性が強いこ

とにも起因している。結果樹齢に達した園で

不結実、少結実が多いことは、マンゴー生産

上重大な問題である。
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（２）栽培の地域分布

パインアップルや柑橘類など、沖縄の果樹

類の栽培地は、土壌的な制約もあって、沖縄

本当のL|'北部、八重山地区に集中している。

しかし、マンゴーはアルカリ性土壌でも栽培

が可能であること（しかし、アルカリ障害が

著しく発生することもある）、施設栽培であ

るため、ネット被覆によりある程度台風被害を回

避できることから一部の離島を除き、全県的に栽

培が見られる（表３）。
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図１》中縄と台湾の単位面積当たり収量比較

ツキがあり、個々の園を見ると極めて生産が不安

定になっている。単位面積当たりの収量は、栽培

技術、気象条件に大きく左右されている。さらに

表３市町村別マンゴーの施設面積・生産量（1992年）
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栽培面積の多い市町村は豊見城村、名護市、宜

野座村、平良市、石垣市等であるが、県内53市町

村のうち41市町村で栽培されている。マンゴーは

樹の生育だけなら余り土壌を選ばないが、正常な

収量、品質を得るためには、土壌のｐＨは弱酸性

が望ましい。特にアルカリ性土壌で、保水力がな

く、乾燥しやすい島尻マージ土壌では、著しい葉

の黄化症が発生し、問題となっている。

マンゴーの栽培は、県全域に分布しているため、

栽培農家数は777戸と多い。地域別に見ると北部
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289戸、中部160戸、南部200戸、宮古87戸、八重

山41戸である。従って、平均経営面積はl6aと零

細である。また、事業の導入や制度資金の活用に

よって専業農家もでてきているが、生産の不安定

もあって多くはない。

ら：1991)。

図２に県中央卸市場における販売量と価格の推

移を年度別に示した。ｋg当たりの平均単価は、こ

れまで1,000円以上を推移している。また、月別

の販売期間は、５月から１０月で、９４％が７月と８

月に集中している（図３）。５、６月はアーウイ
表４地区別マンゴー栽培農家数（1992）
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図３県内市場における月月Ⅱ販売量と価格
（３）マンゴーの販売と価格

マンゴーの栽培はインドが最も多く、エジプト、

東南部のアフリカ、ハワイ、西インド諸島では普

通に見られる果樹で、フィリッピン、タイ、ビル

マ、マレーシア、スリランカ、オーストラリア、

メキシコ、台湾等でも商業作物となっている。日

本へはメキシコやフィリッピン等から年間8,059ｔ

(1992）輸入されている。

沖縄で栽培されているアーウイン種は、果皮の

色が鮮紅色で美麗であり、品質は中等であるが、

果実外観、内容とも輸入マンゴーより優れ、高級

果実として位置付けられている。輸入マンゴーは、

輸送期間が長く、そのため未熟果を収穫したもの

が多い。果実外観は炭そ病の発生が多く、品質の

バラツキが大きい。完熟果の収穫ができる県産マ

ンゴーは、輸入マンゴーより商品性が高い（安富

ンの早期着果した果実であり、９、１０月はキーツ

や金煙１号の晩生種で、これらの時期は量が少な

い。栽培品種は殆どアーウインであるため、販売

量が集中している。

マンゴーの流通形態は、これまで生産量が少な

かったこともあり、いろいろな形態で行われてい

る（図４）。約45％が生産者から直接或いは農協

Iil暦
農協一艦済麓

図４マンゴーの流通形態

を通して県中央卸市場への出荷、３５％が生産者や

生産組合による郵パックや宅配、本土市場への出

荷、残り15％がその他の販売と推測される。
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（４）生産技術

①マンゴーの生育ステージ

沖縄で栽培されている主要品種のアーウインは、

11～１月に花芽分化し、収穫後発生した秋枝の先

ｆ】181９１Ｍ２０３
ＨＤｌｏ５２Ｈｌｌ２９Ｉｌ７４９９９１２１１１５３７１５７９１１８１

１９８６１９８７１９８８１９８９１９９０１９９１１９９２１９９３

図２県中央髭Ⅱ完市場における販売量と価格の推移
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受精が有利に行われるように滴の裂開、花粉の発

芽、花粉管の伸長、幼果の発育に適温の25℃前後

に保温すること等であり、栽培管理の基本として

考慮されなければならない。秋の長雨による日照

不足と暖冬、開花期の冷雨による低温と日照不足

が生産上問題である。

端に12下旬～２月上旬に出蕾する（図５）。

生育ステージからみた栽培の要点は、収穫後に

発生した直径１cm以上の秋枝が11月上旬までに発

育を完了し充実すること、秋枝は花芽分化が促進

されるように11～１月には20℃以下の低温、或い

は乾燥に遭遇すること、小花の開花時期には受粉、

lilTiiiriTjiii;IEmJHiHiTii？
図５マンゴーアーウイン種の生育ステージと気象

②栽培施設

マンゴーの開花期である沖縄の２月は、冷雨が

続くため着果せず、施設栽培でなければ、経済栽

培は成立しない。施設の目的は降雨による炭そ病

からの回避、開花期の保温による着果促進、防風

ネットの被覆による強風からの樹体の保護等であ

る。マンゴーハウスは、３５mmのパイプハウス、４８

mmの工作用パイプをクランプでとめたハウス、軽

量鉄骨ハウス等である。施設は廉価なものが経営

費節減になり望ましいが、防風ネットを張って、

台風に耐えられる程度の強度が必要である。

③品種

県内に導入されたマンゴーの品種は40種以上あ

るが、主なものはヘーデン、アーウイン、キーツ、

センセーション、カラバオ、金煙１号、台農２号

等である。それらの中で果皮が美麗で、着果のよ

いアーウインが主流になっている。現在の品種構

成はアーウインが95％以上、残りがキーツ、セン

セーション、金煤１号である。品種の特性は次の

とおりである。

【アーウイン】

1954年、フロリダから台湾に導入され、試作の

結果その優秀性が認められ、台湾の主要栽培品種

となった。県内へは台湾から導入されている。果

実重は280～４５０９．果形は偏球形、果皮は鮮紅色、

果汁多く、糖度も16度前後と高く、香りがある。

【キーツ】

晩熟性で９月～10月に収穫される。果重は750

～11009と大果である。果実形は卵形で陽光面の

肩部は淡い赤紅色を呈する。果肉は燈黄色で繊維

少なく、果汁は多く、糖度は15度前後。熱度が進

むと種子発芽する欠点があるので収穫時期に注意

する必要がある。

【センセーション】

中生種でアーウインについで収穫される。果形

は短卵形で、果重は300～4009．果皮は紅色、果

肉は黄色で細かい。糖度は15度前後。熱度の判定

が困難な品種である。熟が進むと種子周辺が黒く

なる欠点がある。
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【金煤１号】

台湾の高雄県六亀村の果樹農家黄金煙氏が、ホ

ワイトとキーツ園の実生後代から選抜した実生変

異である。８～９月に熟す．る゜果実は長形で大き

くlooog以上になる。果皮は燈黄色、陽光面は紅

色を呈し、果面が光滑である。本品種は酸が極め

て少なく、８分熟で収穫可能である。

④施肥と土壌管理

マンゴーが栽培されはじめた当初は、不開花の

原因は肥料過多のせいだとされ、lOa当たりの窒

素施用量は５kg以下と極めて少なかった。現在で

もマンゴーには、肥料は余り必要ないと考えてい

ることが多い。最近では、ようやく施用量はやや

増加してきている。しかし、それでも多くの園で

lOa当たり１５kg以下である。

木本性の果樹類を植栽するときには、植穴に十

分な腐熟堆肥と熔成燐肥や苦土石灰等の土壌改良

剤を投入するのが基本であるが、マンゴーは殆ど

の園でそういう基本的な作業が行われずに植栽さ

れてきている。マンゴー園での土壌管理の重要性

が強調されるようになったのは、ここ２，３年の

ことである。

国吉ら（1991）によって、マンゴーの細根は約

16％と少ないとが確認されている。これはミカン

の27％と比べて少なく、ビワと同程度である。ま

た、陳（1988）や国吉ら（1991）の調査によれば、

T／Ｒ率も2.7～３２と地上部が大きく、ビワと似

ている。このようにマンゴーは、養水分を吸収す

る細根が少なく、地上部が地下部の約３倍になっ

ている樹体特性があるにもかかわらず、施肥や土

壌管理がおろそかにされてきた。

⑤土壌水分と温度管理

マンゴーは、花芽分化期の11月～１月中旬まで

はやや乾燥した方が花芽分化を促進する。収穫前

もやや乾燥したほうが果実品質が高まる。その他

の期間は、枝梢や根の健全な生育、花穂の発育、

果実肥大の促進等のために土壌水分は適湿が望ま

い､。特にビニール被覆期間中の１月中旬から収

穫前までは、降雨による水分の供給が遮断されて

いるため適切な潅水が必要となる。多くのマンゴー

栽培者は、潅水に無頓着な場合が多く、生理落果

を助長したり、樹体を衰弱させている。

マンゴーは、施設栽培であるため、当然、施設

内の温度管理が重要である。栽培当初は雨よけ栽

培で始まったため、温度管理も十分でなかったが、

最近では小花の開花期に暖房器を用いて、加温す

るなど積極的に温度管理を実施する農家もでてき

た。

マンゴー樹の特性から見た温度管理の要点は、

11月～１月中旬の花芽分化期に、できるだけ20℃

以下の低温に樹体を遭遇させ、花芽分化を促進す

ること、小花の開花期から幼果の発育期にかけて

は満の裂開、花粉の発芽、花粉管の伸長、幼果の

発育に適した25℃前後に保つことである。開花期

に20℃以下の低温が続くときには、保温が必要で

ある。逆に沖縄の初春は、太陽が出るときにはハ

ウス内の温度が50℃以上に上がることも多いので、

換気によって35℃以下にすることも重要な温度管

理である。３５℃以上の高温は花柱内部を損傷させ、

花粉管の伸長が中断する障害が発生する（曾ら、

1983)。開花期には温度管理とあわせて、ハウス

内の湿度にも気を配る必要がある。多湿が続くと

病害の発生が多くなり、湿度が低くなり過ぎると

花粉の発芽に影響する。

（５）マンゴーの収益性

マンゴーの経営調査の事例を表５に示した。収

益性は主として収量、単価、商品率、経営費によっ

て決まる。単価は将来下がると予想すると収量を

上げなければならない。また、単価は秀品率に大

きく左右されるので、大玉で着色のよい果実生産

に努力する必要がある。

経営費の中で最も大きな比重を占めるのは、施

設の償却費である。施設は台風等からの安全性を
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て生産の安定をはかることが産業として定着する

ためには必､要である。

表５マンゴーの収益性事例（10a当たり）

粗収入

1,100ｋｇ

1,056ｋｇ

1,674円

1,767,744円

量
量
価
額

産
荷
靜
殻

生
出
販
販

（１）開花不結実による生産の不安定と対策

前述したように生産の不安定の要因は、開花し

ても結実しない、或いは小結実園が多いことに起

因し、このことが平均反収の低い原因になってい

る。花穂の炭そ病による不結実はビニールの被覆

による施設栽培で回避されたが、開花不結実問題

はマンゴー生産上重大な問題となっている。

マンゴーは植付けてから３回収穫までは、特に

諸管理に留意しなくても割合順調に結実している

園が多い。開花不結実現象が目立って多くなるの

は、それ以降である。特に曇天が多く、日照が不

足し、２～３月の開花期に冷雨、低温が続く年に

著しい。その原因については受粉、受精不良、密

植の弊害、樹体栄養不足、気象との関係が指摘さ

れている（陳；1991)。開花不結実減少を回避す

るためには、充実した結果母枝の早期養成、適正

な受粉、受精温度の確保と受粉昆虫の活用、適正

な剪定法、密植園の解消、樹体栄養の改善、適正

な水分及び土壌管理、園内外の光環境の改善、花

穂を侵す病害虫対策等が今後考慮されなければな

らないだろう。

①結果母枝の養成

マンゴーは、収穫後発生した最先端の秋枝に花

芽分化し、出蕾する。秋枝は、収穫後ｌ～３回伸

長する。結果母枝として良好な秋枝は、形態的に

は太さが1cm以上あり、節間の短い緑枝である。

この緑枝への花芽分化率を高めるためには、でき

るだけ長い期間20℃以下の低温に遭遇させる必要

があり（陳；1988)、少なくとも１１月の上旬まで

に充実した秋枝が養成されていなければならない。

充実した秋枝を早期に養成するためには収穫後、

着果負担を軽減することも必要であろう。

②受粉、受精温度の確保

マンゴーの落果の原因は、病害虫の被害を除け

出荷率は９６％

単価はｋｇ当たり

経営費

費目

肥料費

農薬費
小農具費
諸材料費
燃料費

光熱費
燃料費

修繕費
被服費雇用労賃

土地改良費
販売費
雑費
租税公課

原価償却（施設）
原価償却（農具）
原価償却（大植物）
合計

％
６

３

５
９
２
６
１
０
４
０
７
２
４
５
０
８
２
４
０

，
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
、
０

〈
口
３
２
１
５
０
１
１
０
７
０
６
０
０
４
１
３
０

１
１

４
１

１

圭
口

２４，０８６

１９，８７７

８，２３２

１０８，３５４

１，０３２

６，９２３

９，７１５

４２７

53,839

１，５１２

１１４，４１５

3,634

213

312,028

8,500

23,980

696,767

所得
所得率

1,070,977円
61％

考慮すると、ある程度の強度が必要であり、軽量

鉄骨程度のハウスは、やむを得ない。収量1500kg、

商品率95％以上であれば、単価が１０００円程度でも、

lOa当たりの所得は１００万円は可能である。

３．マンゴー栽培の問題点と対策

沖縄で生産されるマンゴーの完熟果は、鮮紅色

で、綺麗であり、味もよく、消費者からの評判が

よい。価格も高価格で販売されている。しかし、

生産上、遭遇する困難も多い。現状での１番の問

題は不開花、或いは開花しても落花、落果で結果

しない園が多く、生産が安定しないことである。

これはマンゴー樹の特性、栽培管理、気象と密接

な関係がある。気象特性を理解し、栽培改善|こよっ
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ば、受粉、受精不良、幼果の胚の発育停止、養水

分の不足、或いは競合等が上げられる。着果確保

のためには、まず受粉、受精が行われることが必

要である。マンゴーの満の裂開、花粉の発芽、花

粉管の伸長、受精、幼果の発育には20℃以上の温

度が必要であることが、これまでの研究で明らか

にされており、開花期から幼果期にかけては、２５

℃を目標に35℃を越えないような温度管理が基本

となる。しかし、施設内の温度は、その日の天候

に大きく左右され、午前、午後でも大きく違うこ

とから開花期の温度管理は、こまめに行なう必要

がある。また、ハウス内の湿度は病害虫の発生と

の関係だけで考えられがちであるが、湿度が低す

ぎるとダニ類の発生を助長するだけでなく、花粉

の発芽が悪くなり、受粉にも悪影響を及ぼす。さ

らにマンゴーの受粉にはハエ類やミツバチ類等受

粉昆虫の助けが必要である。

③剪定法

マンゴーの剪定は主に春先の不着果枝と収穫後

の結果枝の切り返し剪定（短縮剪定）が行なわれ

ている。春先の不着果枝の剪定は、その枝の分岐

点からの葉数で見れば、７０％以上の葉数を切り捨

てる強剪定であり、収穫後の剪定も樹全体の半分

以上の葉数を切り捨てる強剪定を実施しているの

が殆どである。年毎の強剪定は、本当にマンゴー

の樹体特性にあっているのか、疑問である。施設

の中に樹をおさめるためには、低樹高のコンパク

トな樹形に整枝していくのは、必要なことではあ

るが、強剪定を続けていくと樹はしだいに衰弱し

ていく。剪定にあたっては、切り返し剪定は緑枝

部分で止め、衰弱枝、下垂枝、密生枝を間引き、

剪定の程度は弱剪定とし、２～３年生葉を多く残

すことが開花生理上重要である。弱剪定の実施で

樹と樹が接着し、混み合ってきたら間伐の時期で

ある。

④密植の解消

2.5～3.0ｍの計画密植栽培では、収穫が３回終

わった６年生頃から樹冠が混み合い、密植の弊害

が出てくる。密植になるとしだいに生長が鈍り、

樹は立ち、枝は細くなる。細い緑枝についた花穂

は、開花しても力が弱く、着果しにくい。着果し

ても園内の光環境が悪くなっているため、果皮の

色はきれいな鮮紅色にならない。また、園内での

管理作業が難しくなり、作業にはムリ、ムダ、ム

ラがつきまとうようになる。病害虫の発生も多く

なり、防除は困難になる。樹齢が進んだ園で、廃

園化していったのは、殆どが密植の弊害のためで

ある。密植栽培には、前に計画の２文字がついて

いるとおり、初期収量を上げ、しだいに樹が混み

合ってきたら計画的に間伐することが前提になっ

ている。このことを忘れていることが多い。

⑤樹体栄養の改善

県内のマンゴーの施肥量は、lOa当たり窒素量

で１０kg以下の園が多い。施肥量の少なさがますま

す隔年結果を助長している。これは「マンゴーは

肥料を入れると徒長して花が着かない｣という誤っ

た認識に起因している。果実収量、樹体の育成に

応じた施肥量は、ぜひ必要である。また、土壌管

理が不十分な園が多く、土壌表面が固結している

園が多く、せっかく施用した肥料も肥効が出てい

るとは言えない。個々の園地毎に収量や樹の生育

量に応じた施肥設計を立て、適正な施肥を実施す

ることが樹体栄養の改善につながる。養水分を吸

収する細根の少ないマンゴー樹では、肥効を高め

る施肥法が重要である。

⑥水分及び土壌管理

マンゴーは乾燥したほうがよく、水はいらない

と考えている農家が多い。花芽分化期にはやや乾

燥したほうが花が多くなるということが拡大解釈

されている。１年の中でやや乾燥したほうがよい

時期は、花芽分化時期の11月～１月中旬と果実成

熟時期の６月だけである。マンゴーは枝梢、花穂、

果実の発育が急速であり、多量の水分を少ない細

根で吸収しなければならない。特にビニール被覆
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ｆ台風襲来期がすぎたら速やかに被覆資材を

取り外し、光線を当てるようにする。

９．タイベック等の多孔質資材を被覆し、反射

光を多くする。また、将来的には日照条件が悪い

年の電灯照明による補光処理も考えられてよい。

⑧着果を阻害する病害虫の対策

花穂を侵し、着果を阻害する病害虫には炭そ病、

灰色カビ病、キンカク病、ウドンコ病、スリップ

ス類、ホコリダニ類等があり、たとえ着果しても

重大な外観阻害要因となるので対策に留意する。

されている１月中旬から果実肥大終了期までの水

分管理は大切である。水分不足は花穂の健全な発

育を妨げ、生理落果を助長する。

養水分を吸収する細根の少ないマンゴー樹･で、

安定的に果実を生産するためには、土壌管理は肢

も重要な管理作業である。常に地下部のことを考

えた管理が必要である。具体的には、活性の高い

細根を多くするために、樹冠下を完熟堆肥でマル

チし、主幹周辺に士が少なくなったときには堆肥

を十分入れた培養土で客土する。また、地温の保

持、または急激な上昇をさけるために敷き草を実

施する。さらに年に１回は、士を膨軟にするため

に中耕し、有機物や土壌改良資材を投入する。

⑦園内外の光環境の改善

マンゴーは陽好性の果樹である。光が枝梢の生

長、光合成能率、受粉、着果、着色に影響し、光

線が十分当たると生長、開花、結実に有利である。

普通、陽光面は開花が早く、結実よく、果実の着

色もよい。沖縄は初秋から初春にかけて、曇天が

多く、日照時間は少ない。マンゴーは、また施設

栽培であるため、被覆資材によって１０～30％遮光

される。施設内の光環境の改善は、常に留意する

必､要がある。

ａ・施設の設置に当たっては、日当たりのよい

場所、向きを考えること。

ｂ・施設の周辺に防風垣を設置するときは、年

２回防風垣の刈り込みを行ない、密閉率は常に６０

～70％に保つこと。

ｃ・被覆資材は、透光率のよいものを選ぶこと。

ネットは色にも留意し、白色系を用いること。ビ

ニール類は古くなって、光線透過率が落ちたもの、

汚れたものは使用しないこと。

。結果母枝は１本１本誘引し、すべての枝に

光線が当たるように配慮すること。

ｅ・開花期間から果実肥大期にかけては、花穂、

果実吊りを徹底して光が当たるようにし、着果、

着色をよくする。

（２）果実品質の向上

アーウインの成熟果は、糖度が14度以上になり、

果皮は鮮紅色である。高級果実として取り扱いさ

れる以上、果実内容はもちろん、外観も障害がな

く、鮮紅色が発現していることが大切である。果

実の外観を阻害しているものとして、スリップス

類、ホコリダニ類、灰色カビ病等の被害が上げら

れる。また、輸送、市場病害としての果実炭そ病

も問題である。果実の炭そ病については、５０℃の

温湯に20分問浸漬する温湯処理法が確立されてい

るが、果粉の脱落の問題がある。果実の炭そ病菌

は結実初期に潜伏していて、成熟後に発病するも

のとされており、初期潜伏を防止することが要点

である。開花期と結実初期の薬散対策が重要と考

えられる。

果実の着色については、施設内の光環境を改善

し、日射量を多くする管理が重要である。施設内

の光環境を良くするために、反射率の高い多孔質

資材の利用による果頂部面の着色向上も重要であ

る。光反射シートは士に吸収される光を樹冠内部

に供給し、果実の着色を向上させるだけでなく、

土屋（1994）によれば、晴天時でも曇雨天時でも

温度の上昇効果があり、また、チャノキイロアザ

ミウマは反射した太陽光線によって成虫の飛翔行

動が攪乱され、防除不要になることが明らかにさ

れている。光反射率の高い多孔質資材はスリップ
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ス類対策、昇温効果、着色対策、また、秋の花芽

分化促進のための乾燥処理等多くの効果が期待さ

れ、総合的な利用法が検討されるべきである。

することは難しい。しかし、何時までも強剪定で

３ｍ程度の樹間距離におさめることには限界があ

り、間伐を実施して、５～６ｍの樹間距離にした

ときのコンパクト樹形を考えるべきである。その

ために、今後検討されるべきことは、植物生長調

節剤を利用した枝梢の抑制と倭生台木の開発であ

る。

（３）収穫時期の調節

県内で栽培されているマンゴーの品種は、アー

ウインが殆どであるため、収穫時期が集中する。

栽培面積の増加や技術の向上によって、生産量が

多くなってくると、販路の拡大とあわせて、収穫

時期の調節法も検討されなければならない。最近

は暖房器具の導入による早期出荷も試みられてい

るが、結果母枝の養成と開花期のコントロールも

検討する必要がある。さらに重要なことは熟期の

異なる品種の組合せであり、アーウインと同等か

それ以上の果実品質、果皮色を有する品種の導入

試作、開発が望まれる。
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（４）低樹高化栽培

マンゴーは施設栽培であるため、低樹高に樹形

を仕立てる必要がある。そのため、剪定と誘引の

組合せが、現在行われている。マンゴーは、着果

樹ではｌ～３回、不着果樹では５～６回、２０～３０

cmの枝梢が生長するため、樹冠の拡大が早い。ま

た、マンゴー樹は、本来高木性であるため、人為

的に剪定や誘引を実施しなければ、低樹高に維持


